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した。また、早産群を早産Appropriatefor gestational age infant (AGA) 





（早産群：中央値 577μ m （四分位： 524-599）、正期産群：中央値 517μm 
（四分位： 442-544）、 p= 0. 003）。早産群において、 SGA、AGAの2群では
差は認めなかった（早産AGA群：中央値 579μ m （四分位： 534601）、早
産SGA群：中央値 570μm （四分位： 511-603）、 p= 0. 979）。
【結論］ 早産児の幼児期における aIMTは肥厚しており、早産が aIMT肥
厚に影響を及ぼしている可能性が示唆された。早産で出生した児において、
aIMTは将来的な動脈硬化の早期マーカーになる可能性がある。
